
上智大学における講座（担当 毎日新聞記者 大治朋子）  

1「防衛庁リスト」報道、「自衛官募集に住基情報」報道の取材の経緯と社会的影響  

・個人情報保護法案の廃案→罰則規定を追加した新法案→法の成立  

・個人情報保護法に個人情報の「適正収集」を求める付帯決議  

2 調査報道で遭遇するさまざまな「壁」  

・専門家の壁  

・違法性の壁  

・会社の壁  

3 調査報道のタイプ  

・当局と協力して行うもの  

・当局の見解に反して、あるいは当局そのものの不正を追及するもの  

4 調査報道に必要なものは何か  

・取材記者に必要なもの  

・メディア（蝶体）に必要なもの  

・市民による市民のための調査   

大統領の陰謀 エリンブロコピッテ ロレンツオのオイル  

5 これからの調査報道  

・インターネット時代における調査報道   
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リ
ス
斗
に
は
、
情
報
公
開
 
 

法
が
施
行
さ
れ
た
昨
年
4
月
 
 

以
降
に
防
衛
庁
本
庁
や
陸
、
 
 

河
、
空
各
自
衛
隊
に
情
報
公
 
 

開
澗
求
し
た
1
0
〇
人
以
上
 
 

の
氏
名
、
住
所
、
計
7
0
0
 
 

件
以
上
の
請
求
内
容
な
ど
が
 
 

記
載
さ
れ
て
い
る
。
請
求
時
 
 

に
記
入
の
必
要
が
な
い
職
業
 
 

も
記
さ
れ
て
い
た
。
 
 
 

こ
の
リ
ス
．
ト
に
は
、
請
求
 
 

件
数
の
多
い
人
物
・
団
体
順
 
 

に
並
べ
苧
え
た
別
の
リ
ス
ト
 
 

も
添
付
さ
れ
、
市
民
C
（
グ
 
 

ル
ー
プ
）
▽
元
自
（
自
衛
官
）
 
 

▽
マ
ス
コ
ミ
▽
学
校
▽
業
者
 
 

・
－
な
ど
に
分
頬
。
市
民
団
 
 

体
名
や
会
社
名
に
続
き
、
「
反
 
 

防
衛
庁
が
、
情
和
公
開
法
に
基
つ
く
請
求
者
1
0
0
人
 
 

以
上
の
鼻
元
を
独
自
に
調
べ
て
リ
ス
ト
に
ま
と
め
、
幹
部
 
 

ろ
の
闇
で
閲
覧
し
て
い
る
こ
と
が
2
7
日
、
毎
日
新
聞
が
入
 
 

手
し
た
内
部
資
料
な
ど
で
分
か
っ
た
。
行
政
が
得
た
情
報
 
 

を
基
に
、
法
的
根
拠
も
な
く
個
人
情
報
リ
ス
ト
を
作
り
、
 
 

利
用
す
る
こ
と
は
、
現
行
の
「
行
政
機
関
の
保
有
す
る
電
 
 

算
処
理
に
係
る
個
人
情
報
保
帯
彗
に
違
反
す
る
疑
い
が
 
 

あ
る
。
今
璧
軍
事
議
中
の
r
行
軟
機
関
等
個
人
情
報
保
 
 

麓
法
案
」
に
も
罰
則
規
定
が
な
い
こ
と
か
問
題
に
な
っ
て
 
 

お
り
、
行
政
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
扱
い
を
め
ぐ
り
、
 
 

諭
絨
を
呼
び
そ
う
だ
。
 
（
社
会
面
に
関
連
記
事
）
 
 

幹
部
ら
閲
覧
 
 

情報公開  

l
0
0
人
月
上
、
身
元
調
べ
 
 

職
業
や
所
属
団
体
も
 
 

基
地
運
動
の
秦
讐
 
「
反
戦
 
 

自
術
冒
」
な
ど
精
米
者
の
思
 
 

想
に
か
か
わ
る
記
職
も
あ
っ
 
 

た
。
謂
求
将
に
必
賀
が
な
い
 
 

生
年
月
日
、
請
求
者
に
対
す
 
 

る
追
跡
調
査
督
つ
か
か
わ
せ
 
 

る
住
所
転
居
先
、
女
性
請
東
 
 

署
の
旧
姓
な
ど
も
鈍
っ
て
い
 
 

た
。
マ
ス
コ
ミ
に
つ
い
て
は
、
 
 

所
属
ク
ラ
ブ
名
の
紀
耽
も
。
 
 
 

リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
た
複
 
 

数
の
謁
双
書
は
毎
日
新
聞
の
 
 

取
材
に
対
し
、
「
同
駅
日
や
 
 

内
容
は
リ
ス
ト
通
り
だ
が
、
 
 

職
業
や
所
属
団
体
名
な
ど
は
 
 

記
入
し
て
い
な
い
」
と
話
し
、
 
 

「
思
想
借
条
調
査
で
は
な
い
 
 

か
」
と
反
発
し
て
い
る
。
 
 
 

防
衛
庁
幹
部
は
「
ど
ん
な
 
 

人
が
請
求
し
、
開
示
資
料
が
 
 

ど
う
使
わ
れ
る
可
能
性
が
あ
 
 

る
の
か
を
知
る
目
的
で
（
リ
 
 

ス
ト
の
作
成
が
）
始
ま
っ
た
 
 

と
聞
い
て
い
る
。
組
織
的
に
 
 

情
報
を
収
集
、
琶
聾
し
、
一
 
 

部
幹
部
の
間
で
閲
覧
し
て
い
 
 

る
」
と
話
し
て
い
る
。
 
 
 

関
撰
者
に
よ
る
亡
、
リ
ス
 
 

ト
は
庁
内
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
 
 

ー
に
デ
ー
タ
入
力
さ
れ
、
椚
 
 

求
者
の
氏
名
だ
け
で
検
索
で
 
 

き
る
。
親
行
法
は
、
法
的
根
 
 

拠
も
な
く
個
人
情
報
フ
ァ
イ
 
 

ル
（
リ
ス
ト
）
を
作
成
・
琶
 
 

越
し
た
り
、
事
務
処
理
以
外
 
 

の
白
田
で
利
用
す
る
こ
と
は
 
 

で
き
な
い
と
定
め
て
い
る
。
 
 
 

同
活
を
所
管
す
る
総
務
省
 
 

行
政
機
関
等
個
人
情
報
保
淳
 
 

室
は
「
検
索
可
能
な
形
で
休
 
 

系
的
に
登
録
さ
れ
て
い
れ
 
 

ば
、
リ
ス
ト
は
扁
人
情
稲
 
 

フ
ァ
イ
ル
』
に
あ
た
る
。
新
 
 

た
に
情
報
を
加
え
て
リ
ス
ト
 
 

を
作
る
こ
と
は
、
一
般
的
に
 
 

言
え
ば
情
報
公
開
法
に
基
づ
 
 

く
奉
拝
処
理
と
は
考
え
ら
れ
 
 

な
い
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
 
 
 

防
都
庁
情
報
公
開
室
の
倉
 
 

内
康
治
草
屋
の
指
 
事
薫
か
 
 

ど
う
か
調
査
し
た
い
。
 
 



2003年（平成15年）4月22日（火曜日）朝刊社会面  

◆
「
住
所
」
榔
に
綬
類
宅
 
 
 

石
‖
県
七
尾
市
が
昨
年
相
 
 

月
に
防
衛
庁
側
に
浸
供
し
た
 
 

適
齢
宅
名
簿
で
県
立
高
校
 
 

3
年
生
（
ほ
）
の
r
保
護
声
面
 
 

は
空
白
、
「
佐
野
棚
に
は
、
親
 
 

類
等
か
柁
覿
さ
れ
て
い
た
。
 

母
親
は
〓
狩
綱
、
事
情
が
 
 

あ
っ
て
息
子
の
重
民
寧
冴
病
 
 

闊
の
家
に
匿
い
て
い
た
。
家
 
 

庭
環
境
ま
で
推
軋
で
き
る
名
 
 

†
需
役
所
が
自
衛
隊
に
渡
 
 

し
て
い
た
な
ん
て
シ
ョ
ッ
 
 

ク
。
名
糟
は
売
ら
れ
て
し
ま
 
 

う
か
も
し
れ
な
い
。
許
さ
れ
 
 

な
い
と
思
う
」
と
話
し
た
。
 
 

◆
信
輔
削
除
し
公
開
 
 

石
川
県
と
自
衛
隊
の
石
川
 
 

地
方
連
絡
釦
（
地
善
が
0
0
 
 

年
目
l
月
に
作
成
し
た
「
自
衛
 
 

01年虔の開票近郊11  
都県の名簿提供状況   
＝防衛庁員料から  

都県雷村賢追諾  

茨 城 81  48  
栃 木 4g   37  
群 馬 78   5g  
埼 玉 PO   ■16  
千 葉 80   28  
粟 京 B2    2  
神奈川 37   （I  
新 潟111  92  
山 梨 64   80  
長 野120  120  
静 岡 74  ′ 49  

自衛隊に名簿提供  

衛
隊
側
の
荘
引
と
も
い
え
る
協
力
寧
謂
に
は
、
 
 

も
出
て
い
る
。
 
 

ヲ
ラ
イ
パ
シ
ー
ま
で
滴
ら
し
て
い
た
な
ん
て
許
せ
な
い
」
。
自
衛
官
葬
 
 

集
の
た
め
の
適
齢
書
名
簿
提
供
に
、
父
母
か
ち
居
り
の
声
か
上
か
っ
た
。
自
 
 

父
母
ら
憤
り
め
声
 
 

自
治
体
「
要
請
断
れ
な
い
」
 
 

t  

官
寡
≠
暮
粁
の
手
引
」
P
 
 

県
が
1
8
日
、
苺
日
新
聞
に
 
 

公
開
し
た
手
引
の
コ
ピ
1
は
 
 

「
適
齢
考
の
健
暁
状
態
な
 
 

ど
を
裾
供
す
る
」
と
い
う
内
 
 

容
の
3
行
が
削
除
さ
れ
て
 
 

。
 
 
 

皿
総
務
部
地
方
騨
は
「
手
 
 

引
は
地
遵
が
独
自
に
作
っ
た
 
 

も
同
然
で
、
公
開
に
つ
い
て
 
 

は
県
だ
け
で
判
断
で
き
な
 
 

い
。
地
建
は
『
こ
の
部
分
を
 
 

削
除
し
た
コ
ピ
ー
な
ら
（
マ
 
 

ス
コ
主
に
）
優
し
て
い
い
』
 
 

と
育
っ
た
」
と
税
関
。
地
産
 
 

は
県
に
対
し
て
、
削
除
の
珪
 
 

由
を
「
菖
作
っ
た
字
引
で
、
 
 

現
在
や
っ
て
い
な
い
こ
と
か
 
 

書
か
れ
て
い
る
た
め
」
と
指
 
 

し
た
と
い
う
用
 
 
 

し
か
し
、
健
康
情
報
の
虎
 
 

供
を
疑
わ
せ
る
事
象
も
あ
 
 

計  841 509   

一
部
自
冶
体
か
ら
反
発
の
声
 
 

【
大
治
嗣
子
】
 
 

る
。
七
尾
市
に
よ
雪
白
 
 

衛
隊
は
今
春
の
恵
綾
卒
業
予
 
 

定
者
の
大
半
に
募
集
の
＃
内
 
 

を
発
送
し
た
と
い
う
。
し
か
 
 

し
、
豪
の
障
害
者
の
卒
業
 
 

生
の
父
母
は
「
案
内
は
来
な
 
 

か
っ
た
」
と
証
言
し
た
。
 

◆
自
治
体
も
反
発
 

昨
年
5
月
の
防
衛
庁
と
関
 
 

薫
近
郊
1
1
都
県
の
＃
＃
担
当
 
 

〔
㈲
且
鮎
絹
緋
 
 

収
集
は
、
国
会
で
書
房
し
て
 
 

廃
理
法
茶
の
間
居
点
静
夜
め
 
 

い
る
行
政
機
恥
辱
個
人
僧
職
 
 
 

て
浮
か
び
上
が
ら
せ
ん
㌔
 
 
 

自
衛
隊
の
各
地
方
連
結
部
 
 

（
地
き
は
、
市
町
封
提
供
 
 

者
の
会
犠
。
席
上
、
「
市
町
 
 

村
に
お
け
る
活
動
状
況
」
と
 
 

い
う
防
衛
庁
作
成
の
資
料
が
 
 

配
布
さ
れ
た
。
都
県
別
に
市
 
 

町
村
の
適
齢
著
名
†
提
供
串
 
 

の
l
覧
表
が
妃
さ
れ
て
い
 
 

個
人
情
報
収
集
宮
の
規
制
必
要
 
 

た
。
会
堵
に
参
謝
し
た
自
治
 
 

体
職
員
は
r
ヨ
低
い
自
治
体
 
 

は
非
協
力
的
だ
』
と
争
P
わ
れ
 
 

て
い
る
よ
う
に
感
じ
た
」
と
 
 

反
発
し
た
。
 
 
 

ま
た
、
昨
年
6
月
の
北
陸
 
 

は
、
行
政
機
関
が
個
人
間
龍
一
 
 

の
適
齢
著
名
胃
彗
パ
ソ
コ
ン
 
 

に
入
力
、
管
習
し
て
お
り
、
 
 

項
行
の
「
行
政
職
蘭
の
保
有
 
 

す
る
甘
辛
機
処
理
に
か
か
る
 
 

個
人
情
報
保
護
法
」
の
対
象
 
 

と
な
る
。
4
免
の
「
個
人
情
 
 

報
フ
ァ
イ
ル
の
保
有
制
限
」
 
 

東
海
地
区
8
県
と
の
会
虫
は
 
 

「
鼻
＃
防
災
会
騒
」
と
し
て
 
 

開
か
れ
た
。
自
治
体
幹
部
は
 
 

「
防
…
火
対
策
で
は
ど
う
し
て
 
 

も
自
衛
隊
に
お
世
伝
に
な
 
 

る
。
募
集
の
会
臓
を
一
緒
 
 

に
や
ら
れ
る
と
協
力
専
岳
 
 

は
断
り
つ
ら
い
し
と
癒
し
 
 

た
。
 
 
 

石
川
娯
七
塚
田
の
担
当
者
 
 

は
r
個
人
情
報
を
記
載
し
た
 
 

一
覧
表
を
想
像
し
、
自
分
が
 
 

そ
う
（
記
載
）
ぎ
れ
た
ら
、
 
 

と
考
え
て
断
っ
た
」
と
替
っ
 
 

。
 
 

の
電
子
デ
ー
タ
を
保
有
す
る
 
 

場
合
、
必
要
な
範
囲
に
限
る
 
 

よ
う
定
め
て
い
る
。
し
か
し
、
 
 

各
地
連
は
世
帯
主
の
情
報
な
 
 

ど
も
集
め
て
お
り
、
同
量
 
 

反
の
疑
い
か
あ
る
。
 
 
 

ま
た
防
衛
庁
は
、
住
塞
き
 
 

帳
で
問
責
で
き
る
氏
名
な
ど
 
 

4
情
報
の
提
供
自
体
は
間
虜
 
 

、
 

な
い
と
し
た
。
し
か
し
精
一
 
 

移
管
市
町
村
霹
は
「
閲
覧
以
 
 

外
で
不
特
定
多
艶
の
闇
確
を
 
 

外
部
捷
供
す
る
こ
と
は
住
基
 
 

台
憤
法
に
規
定
が
な
い
。
住
 
 

吉
帳
の
適
正
書
∬
茅
定
め
 
 

た
3
条
や
茄
条
2
に
照
ら
し
 
 

て
も
宰
ま
し
く
な
い
」
と
述
 
 

べ
て
い
る
。
 
 
 

書
敵
中
の
行
政
磯
瑚
専
個
 
 

人
情
報
保
建
議
集
に
は
、
こ
 
 

う
し
た
個
人
闇
報
を
め
ぐ
る
 
 

「
適
正
収
き
の
規
定
が
盛
 
 

対
象
の
保
離
陸
裏
に
は
「
不
 
 

り
込
ま
れ
て
い
な
い
。
民
間
 
 
 

正
の
手
段
に
よ
り
個
人
情
報
 
 

を
敵
将
し
て
は
な
ら
た
い
J
 
 

と
の
規
耳
が
盛
り
込
ま
れ
て
 
 

お
り
、
「
官
に
甘
く
民
に
厳
 
 

し
い
し
と
の
批
判
が
強
い
。
 
 

一
方
、
病
歴
や
犯
歴
、
思
想
 
 

信
条
な
′
r
俣
饅
の
必
要
性
 
 

が
高
い
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
 
 

の
収
集
禁
止
規
定
は
現
行
法
 
 

に
な
く
、
活
‡
に
も
盛
り
込
 
ま
れ
な
か
っ
た
。
改
め
て
犠
 
 

諭
さ
れ
る
べ
き
だ
う
う
。
 
 
 

こ
の
ほ
か
、
住
民
基
本
台
 
 

帳
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
 
 

の
あ
り
方
に
も
ー
石
藁
じ
 
 

る
こ
と
に
な
り
そ
う
だ
。
住
 
 

革
ネ
ッ
ト
で
は
、
行
政
側
は
 
 

極
め
て
劾
串
的
な
個
人
間
報
 
 

の
収
集
が
可
能
。
利
用
で
き
 
 

そ
事
務
は
巧
帯
で
定
め
ら
れ
 
 

て
い
る
が
、
昨
年
1
2
月
に
は
 
 

パ
ス
ポ
ー
ト
の
取
得
や
公
的
 
蚤
金
の
受
給
な
ど
の
約
用
拡
 
 

大
が
決
ま
っ
た
。
8
月
の
本
 
 

格
欝
蘭
宗
に
、
な
し
崩
し
 
 

的
な
利
用
拡
大
へ
の
幽
止
め
 
 

廃
が
必
要
。
・
 
 
 

【
大
治
朗
子
、
塞
宏
士
】
 
 



新聞週間特集  2003年（平射5叫10射58（水剛）⑮毎口新聞⑪   （抑佃朋）   

毎
年
度
の
新
聞
協
会
策
（
ニ
ュ
ー
ス
那
門
）
に
社
会
部
取
材
 
 

鱒
（
代
苧
大
治
朋
子
妃
老
）
の
「
自
衛
官
誇
撫
の
た
め
の
住
 
 

民
在
庫
台
帳
情
稲
収
集
に
関
す
る
ス
ク
ー
プ
」
が
選
ば
れ
た
。
 
 

苫
空
虚
3
回
吉
摘
湛
山
記
念
早
稲
田
ジ
ャ
I
ナ
リ
ズ
ム
 
 

大
声
〓
文
化
貢
献
那
門
の
大
空
に
、
放
・
偵
憤
慨
紀
書
の
末
 
 

期
が
ん
体
眼
ル
ポ
「
生
き
る
壷
の
記
讐
 
（
取
材
班
代
表
・
耕
 
 

罵
博
せ
記
者
）
が
選
ば
れ
た
。
大
治
、
較
尾
両
記
者
が
、
そ
れ
 
 

留
れ
の
取
材
と
記
事
に
関
す
る
甲
じ
い
を
暑
い
た
。
 
 
 

が
行
っ
た
契
懸
桐
香
に
よ
る
と
、
全
 
 

団
3
2
8
8
市
町
村
の
う
ち
4
分
の
 
 

1
の
8
2
2
市
町
村
か
ら
適
齢
者
の
 
 

名
粥
連
山
蔓
け
た
。
こ
の
う
ち
5
 
 

5
7
冊
町
村
か
ら
は
4
情
報
以
外
の
 
 

本
籍
や
世
帯
主
と
の
続
き
柄
な
ど
の
 
 

同
職
も
覚
り
取
っ
T
い
た
こ
と
が
分
 
 

か
っ
た
。
 
 
 

佳
萎
昌
蛸
紘
は
「
閲
芦
一
は
騒
動
 
 

て
い
る
も
の
の
自
治
揉
に
よ
る
情
報
 
 

の
r
抑
出
」
や
「
提
供
」
を
聴
め
た
 
 

規
定
は
な
い
。
し
か
し
、
軟
符
は
情
 
 

鞘
の
取
り
扱
い
が
、
 
 

こ
、
フ
レ
た
時
代
の
変
 
 

化
に
取
り
残
さ
れ
で
 
 

き
た
こ
と
を
実
感
し
 
 

。
 
 
 

糊
避
後
、
阿
簡
庁
 
 

旬
日
新
開
が
住
民
舞
表
白
廊
二
転
 
 

屋
台
帳
）
情
報
収
集
融
應
を
報
道
し
 
 

た
2
日
捷
、
階
礪
庁
は
「
収
集
は
、
 
 

住
空
口
憤
怒
で
閲
覧
が
放
め
ら
れ
て
 
 

い
る
氏
名
、
冤
年
月
日
、
性
別
、
住
 
 

所
の
4
情
報
に
限
る
J
と
い
う
濁
還
 
 

を
出
し
た
。
し
か
し
、
あ
ま
り
に
撞
 
 

き
に
失
し
に
と
い
う
の
が
私
の
布
置
 
 

な
感
想
だ
。
任
委
〕
順
法
は
、
プ
ラ
 
 

イ
バ
シ
ー
保
群
の
世
職
に
応
え
て
、
 
 

8
5
輯
や
閃
坪
の
改
正
で
公
開
範
囲
 
 

が
挟
め
う
れ
て
き
た
根
絶
が
あ
る
。
 
 

板
材
を
通
じ
て
、
防
衛
庁
の
恋
人
惰
 
 

金
柑
杓
っ
）
分
の
ー
り
椚
田
何
が
灰
哺
 
 

に
応
じ
て
い
た
。
 
 
 

背
貿
に
は
、
何
人
情
棉
が
i
告
唯
に
 
 

公
開
さ
れ
て
い
左
当
時
り
状
況
が
あ
 
 

っ
た
。
戸
籍
法
は
戸
籍
時
の
閲
毘
を
 
 

広
く
範
め
て
い
に
。
6
7
年
制
定
の
圧
 
 

皐
台
帳
広
も
、
水
籍
や
世
帯
主
と
の
 
 

続
き
柄
、
華
挙
人
名
背
へ
の
豊
根
〔
置
 
 

挙
庵
が
な
い
甥
色
、
犯
罪
歴
な
ど
が
 
 

推
刺
さ
れ
る
）
な
ど
記
載
軍
項
の
す
 
 

べ
て
が
閲
覧
t
川
絶
と
さ
れ
た
っ
本
箱
 
 
 

と
轟
け
た
方
 
 

筒
だ
っ
た
む
当
初
は
、
 
 

弼
収
集
の
法
的
帽
拠
に
つ
い
て
、
同
 
 

法
で
は
な
く
、
「
自
作
停
弟
躯
の
罰
 
 

栴
の
一
都
を
自
治
休
が
行
う
」
な
ど
 
 

と
定
め
た
自
衛
隊
法
耶
粂
や
「
内
閣
 
 

絆
撃
大
臣
は
、
白
幡
宮
辞
典
に
閲
し
 
 

必
軍
が
あ
る
と
括
め
る
と
き
は
、
自
 
 

治
体
に
必
要
な
唱
料
の
掃
出
を
求
め
 
 

る
こ
と
が
で
き
る
」
な
ど
と
定
め
に
 
 

同
地
行
令
1
2
0
具
に
寮
づ
く
と
主
 
 

張
し
に
。
 
 
 

防
衛
庁
が
自
恕
体
へ
適
齢
著
名
苗
 
 

の
掘
出
を
租
棉
的
に
深
め
拒
め
た
の
 
 

は
鋸
咋
だ
っ
た
。
5
0
年
代
に
郡
上
で
 
 
 

の
強
引
な
勅
弼
な
ど
が
国
会
で
 
 

行
政
は
も
っ
と
、
時
代
に
即
応
を
 
 

や
現
さ
柄
が
記
載
さ
れ
た
「
写
し
の
 
 

交
付
」
も
僻
め
ら
れ
T
い
た
り
 
 
 

し
か
し
、
そ
の
後
本
絹
や
世
楷
壬
 
 

と
の
挽
き
怖
は
、
搬
更
別
郡
闇
…
皿
拐
 
 

者
や
婚
外
子
へ
の
斧
別
に
つ
な
が
る
 
 

危
険
性
ガ
売
る
と
の
批
判
を
受
け
、
 
 

戸
籍
法
は
祁
特
に
改
正
さ
れ
、
間
覧
 
 

制
度
は
廃
止
さ
れ
た
ご
」
れ
斤
重
け
 
 

て
佳
耗
台
膵
液
も
椚
年
に
改
正
さ
 
 

れ
、
闘
鶏
綿
求
に
は
、
原
則
と
し
て
 
 

4
情
報
だ
け
を
帳
如
し
た
「
開
架
台
 
 

帳
」
の
フ
1
〃
公
開
さ
れ
る
よ
う
に
な
 
 

っ
た
。
一
．
毎
し
り
繁
付
」
も
不
綺
や
 
 

釈
声
訊
は
特
別
の
開
署
が
な
い
限
り
 
 

省
略
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
同
法
 
 

は
碑
咋
、
さ
ら
に
牧
『
ご
れ
、
法
文
 
 

上
ま
だ
可
能
だ
っ
た
瞭
本
の
閲
覧
は
 
 

金
町
酢
止
と
な
り
、
糟
も
が
閲
覧
で
 
 

き
る
の
l
は
4
隅
軸
た
け
に
な
「
－
た
。
 
 
 

と
こ
ろ
が
、
防
粒
斤
の
姿
酌
は
紆
ハ
 
 

わ
ら
な
か
っ
に
。
同
庁
が
憫
鞘
睨
築
 
 

の
法
的
棍
拠
と
す
る
自
衛
隊
法
や
同
 
 

相
け
令
は
鋸
年
に
制
冗
さ
れ
た
法
名
 
 

で
、
Ⅶ
人
情
刊
瞑
窄
の
観
照
は
な
い
。
 
 

4
情
報
以
外
の
慣
軸
腐
植
窟
点
け
て
 
 

き
た
市
町
村
は
、
任
架
台
喋
の
す
ぺ
 
 

T
が
お
開
さ
れ
て
い
に
古
い
時
代
の
 
 

才
詰
り
m
り
扱
い
モ
、
躍
如
と
拭
け
 
 

て
き
k
と
言
わ
ざ
呑
を
得
な
い
。
 
 
 

個
人
情
報
り
睨
熊
を
め
ぐ
っ
て
は
 
 

佃
秤
、
O
E
C
U
〔
繹
済
協
力
開
架
 
 

擬
憫
）
が
「
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
楳
輝
と
 
 

何
人
デ
ー
タ
む
闇
際
閑
偶
に
つ
い
て
 
 

の
ガ
イ
ド
ラ
イ
＝
ノ
に
関
す
る
理
事
会
 
 

剛
藍
」
を
採
択
し
た
。
蚊
府
は
こ
れ
 
 

蒼
空
け
、
「
収
集
は
必
撃
な
栢
周
に
 
 

限
苓
（
l
紋
巌
制
限
）
」
な
ど
5
原
則
 
 

を
壁
桐
す
る
方
針
を
示
し
に
〔
■
大
輔
 
 

や
続
き
柄
の
収
鎚
は
、
占
慨
冒
声
楽
 
 

の
た
め
り
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
り
送
 
 

付
や
軌
誘
に
「
心
事
な
軋
闘
」
だ
ろ
 
 

う
か
。
的
愕
庁
は
こ
り
嘩
も
局
面
し
 
 

の
椒
会
を
逃
し
て
い
た
ゥ
 
 
 

時
代
の
変
化
重
刑
麿
廠
正
に
圧
服
 
 

さ
せ
た
例
も
参
篭
同
勢
関
空
だ
ゥ
 
 

7
0
餌
代
か
ら
”
出
生
児
如
や
結
婚
疎
 
 

勘
、
宇
陀
や
年
収
ま
で
調
べ
て
い
る
」
 
 

な
ど
と
の
批
判
が
褒
ま
り
「
政
府
は
 
 

許
部
会
に
何
問
し
に
。
「
プ
ラ
イ
バ
 
 

シ
ー
練
僅
へ
の
配
線
が
必
芦
一
と
の
 
 

．
1
■
」
t
－
1
‘
l
l
 

新
聞
協
会
賞
 
 

」
 
 
 

忘
じ
と
も
こ
 
 

頃
材
現
代
表
・
大
治
朋
子
紀
ポ
叫
 
 

答
申
を
受
け
、
柄
査
項
目
か
ら
出
産
 
 

児
敗
な
ど
．
一
部
を
削
除
し
た
。
 
 
 

国
勢
耶
丑
は
直
接
国
民
か
ら
収
集
 
 

し
て
い
る
た
め
世
約
が
喫
曝
さ
れ
、
 
 

改
革
の
峨
会
を
得
た
。
し
か
し
住
蒸
 
 

台
帳
情
報
は
、
防
簡
庁
が
市
町
村
か
 
 

ら
収
集
し
て
い
た
た
め
、
国
民
は
そ
 
 

の
r
不
必
壁
な
喉
輿
」
を
実
感
す
る
 
 

椴
会
が
ほ
と
ん
ど
な
か
っ
た
。
報
道
 
 

が
な
け
れ
ば
、
今
も
防
衛
庁
は
広
耶
 
 

な
収
集
を
続
け
て
い
た
だ
ろ
う
。
 
 
 

元
照
商
戦
判
事
で
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
 
 

問
鞍
に
詳
し
い
伊
旛
正
己
東
大
名
誉
 
 

教
授
は
7
0
年
、
法
律
雛
低
で
次
の
よ
 
 

一
画
新
開
歪
は
窪
大
な
公
益
に
覇
 
 

仕
す
る
も
の
で
あ
り
、
国
民
は
多
少
 
 

の
明
牲
を
払
っ
て
も
そ
れ
に
翻
力
す
 
 

る
の
が
当
観
で
あ
る
と
い
う
感
覚
が
 
 

行
在
す
る
と
撃
）
八
ら
れ
る
。
鯛
茸
の
 
 

事
項
に
つ
い
て
他
人
に
抑
ら
れ
た
く
 
 

な
く
、
秘
し
て
お
き
に
い
と
悠
ず
る
 
 

よ
う
な
人
は
き
わ
空
し
少
な
い
で
あ
 
 

ラ
つ
。
し
か
し
、
（
そ
う
し
に
人
が
）
 
 

＿
へ
 
 柿
で
あ
る
か
ら
調
姦
し
て
も
当
然
と
 
 

い
う
の
で
な
く
、
柿
で
あ
っ
て
屯
、
 
 
 

う
に
述
べ
、
国
勢
朋
査
 
 

■
・
－
′
．
ん
 
 

改
善
に
光
昭
を
つ
け
た
 
 

と
さ
れ
る
。
 
 

そ
の
よ
う
な
人
の
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
を
 
 

尊
隠
す
る
心
づ
か
い
が
必
要
で
あ
ろ
 
 

う
」
 
（
使
節
）
 
 
 

析
櫛
を
撃
つ
臼
簡
色
の
第
鶉
は
重
 
 

罪
な
菜
摘
で
、
多
様
な
手
段
を
向
い
 
 

て
も
よ
い
、
と
い
う
声
も
あ
る
り
し
 
 

か
し
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
「
多
少
の
 
 

犠
牲
を
払
っ
て
も
国
民
が
協
力
す
る
 
 

の
は
当
然
」
と
い
う
悪
覚
で
あ
っ
て
 
 

は
な
ら
な
い
。
木
持
や
続
き
柄
を
秘
 
 

し
て
お
き
た
い
と
い
う
人
は
少
な
い
 
 

か
も
し
れ
な
い
が
、
行
政
繊
閥
に
よ
 
 

る
個
人
潤
軸
の
収
集
は
、
そ
の
よ
う
 
 

∧
授
寅
理
由
＞
 
毎
日
新
聞
東
 
 

京
本
社
は
、
防
衛
庁
か
白
面
虎
貞
 
 

罷
の
た
め
に
、
椚
柑
鹿
を
迎
え
る
 
 

詞
新
香
の
唱
和
を
住
民
某
ホ
台
帳
 
 

か
ら
抽
u
u
し
て
擢
供
す
る
よ
う
会
 
 

同
の
日
掛
体
に
3
7
作
問
に
わ
に
「
一
 
 

丁
要
萌
し
、
多
担
の
自
治
体
が
法
 
 

的
根
拠
の
な
い
間
稚
収
集
に
応
じ
 
 

て
い
た
事
実
を
、
平
成
ほ
年
4
月
 
 

2
2
日
付
朝
刊
－
恋
ト
ッ
プ
で
柏
じ
 
 

。
 
 
 

粘
り
喋
い
取
材
に
よ
り
防
簡
庁
 
 

と
5
0
0
を
軍
見
る
自
治
体
が
、
 
 

＃
晃
に
同
人
珊
瑚
を
取
り
扱
二
し
 
 

い
た
寧
実
を
同
庶
に
明
ら
か
に
し
 
 

た
こ
の
ス
ク
ー
プ
は
、
行
現
職
関
 
 

の
個
人
情
珂
幌
泉
に
お
け
る
暴
走
 
 

の
危
険
性
と
、
行
杖
機
関
個
人
情
 
 

な
人
々
に
も
配
慮
が
必
要
だ
。
 
 
 

今
春
、
個
人
間
報
保
腫
怯
が
成
立
 
 

し
た
。
行
政
横
間
は
、
所
琶
す
る
法
 
 

令
に
と
ら
わ
れ
ず
、
同
法
の
趣
旨
に
 
 

反
す
る
法
令
や
運
開
か
な
い
か
、
自
 
 

ら
操
舵
す
る
必
要
が
あ
る
じ
 
 

大
治
明
子
 
拍
年
入
社
。
神
戸
支
 
 

席
、
朋
浜
支
局
、
サ
ン
デ
ー
毎
日
な
 
 

ど
を
経
て
0
1
年
か
ら
札
会
郡
。
0
2
年
、
 
 

防
糀
庁
に
よ
る
情
報
公
開
隕
求
苛
リ
 
 

ス
ト
作
成
に
関
す
る
ス
ク
ー
プ
で
新
 
 

聞
協
会
賞
蔓
汽
。
 
 

用
供
坪
法
嘉
の
問
嘩
晶
を
具
体
㈹
 
 

に
指
摘
し
た
。
そ
の
結
果
、
同
法
 
 

の
付
帯
狭
場
に
愁
止
収
集
に
関
す
 
 

る
規
定
が
盛
り
込
ま
れ
る
な
ど
、
 
 

社
会
的
に
断
碑
を
与
見
た
稚
迫
と
 
 

し
て
高
く
評
価
さ
れ
、
新
間
協
会
 
 

賞
に
値
す
る
。
 
 
 

新
聞
協
会
黄
 
門
本
所
間
協
会
 
 

が
新
間
、
通
信
、
放
送
全
体
の
傭
 
 

椚
と
権
威
を
高
め
る
よ
う
な
活
動
 
 

を
促
進
す
る
目
的
で
即
畔
に
視
け
 
 

た
報
道
に
関
す
る
最
高
の
†
。
【
梶
 
 

集
」
 
「
技
備
」
一
枝
常
・
巽
拐
」
 
 

の
3
部
門
で
、
昭
電
な
別
間
が
あ
 
 

っ
た
協
会
膵
泊
杜
所
属
の
若
干
名
 
 

に
与
え
ら
れ
る
。
田
口
新
聞
の
空
 
 

耳
は
4
年
連
続
で
、
同
協
会
机
胆
 
 

札
小
熊
多
の
甜
回
。
 
 



「
は
ら
わ
た
が
煮
え
く
り
 
 

返
る
患
い
で
す
」
。
リ
ス
ト
に
 
 

記
載
ぎ
れ
た
男
子
（
1
8
）
の
母
 
 

親
（
4
9
）
は
毎
日
新
聞
の
取
材
 
 

に
怒
り
を
隠
さ
な
か
っ
た
。
 
 
 

男
子
は
高
校
3
年
生
だ
っ
 
 

た
昨
年
、
中
国
地
方
の
自
衛
 
 

隊
駐
屯
地
で
受
験
し
た
。
l
 
 

次
試
験
俊
の
健
康
診
断
で
若
 
 

防衛庁のリスト  毎
日
新
聞
が
入
手
し
た
防
斬
庁
作
成
の
リ
ス
ト
の
一
部
 
 

盲
」
に
よ
る
個
人
情
報
の
「
目
的
外
利
桐
」
が
発
覚
し
た
。
博
明
公
開
 
 

を
渦
現
し
た
だ
け
で
、
知
ら
な
い
闇
に
鼻
元
粥
書
か
行
わ
れ
、
「
リ
ス
ト
」
 
 

の
申
に
入
れ
ら
れ
て
い
た
。
防
衛
庁
に
よ
る
情
報
公
開
胚
来
者
リ
ス
ト
の
存
 
 

在
は
、
行
政
の
情
報
琶
理
の
危
う
さ
を
改
め
て
浮
き
彫
り
に
し
た
。
国
民
全
 
 

員
に
番
号
を
つ
け
て
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
竺
元
琶
理
す
る
住
民
基
本
台
嘩
ネ
 
 

ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
も
8
月
か
ら
辟
附
す
る
。
ま
す
ま
す
行
役
職
関
に
集
 
 

約
さ
れ
る
個
人
情
報
。
国
民
が
チ
ェ
ッ
ク
で
き
る
態
勢
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
 
 

「
な
ぜ
私
が
」
と
驚
き
 
 
 

国
民
の
た
め
の
制
度
乱
用
 
 

干
の
ア
ト
ピ
ー
圧
が
あ
る
こ
 
 

と
を
記
入
し
て
2
次
試
験
に
 
 

臨
ん
だ
が
、
括
果
は
不
合
格
。
 
 

そ
の
理
由
を
知
ろ
う
と
、
本
 
 

人
名
で
情
報
公
開
を
請
課
し
 
 

た
。
し
か
し
、
電
話
で
「
不
 
 

開
示
」
と
告
げ
ら
れ
、
請
求
 
 

を
取
り
下
げ
た
。
 
 
 

冥
際
の
請
求
手
続
き
は
母
 
 

画
惜
閻
絹
針
 
 

香
の
リ
ス
ト
を
い
わ
ば
「
無
 
 

断
」
で
つ
く
り
、
し
か
も
、
 
 

最
優
先
に
俣
硬
さ
れ
る
べ
き
 
 

信
条
、
宗
教
、
犯
歴
、
研
磨
）
 
 

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
（
思
想
、
 
 
 

な
ど
を
出
え
て
い
た
こ
と
 
 

は
、
行
政
機
関
に
よ
る
個
人
 
 

情
報
の
利
用
に
は
、
さ
ら
に
 
 

強
い
歯
止
め
が
必
要
な
こ
と
 
 

を
示
し
て
い
る
。
 
 
 

現
行
の
「
行
政
職
例
の
保
 
 

親
が
行
っ
て
お
り
、
リ
ス
ト
 
 

の
記
載
は
「
受
験
者
（
ア
ト
 
 

ピ
ー
で
失
格
）
の
母
」
。
母
 
 

額
は
、
妄
験
の
陽
に
は
一
 
 

度
も
ア
ト
ピ
ー
が
不
利
に
な
 
 

る
と
の
説
明
は
な
く
、
情
報
 
 

公
開
請
求
の
陽
に
は
こ
ち
ら
 
 

か
ら
ア
ト
ピ
ー
に
つ
い
て
触
 
 

れ
な
か
っ
た
。
な
の
に
リ
ス
 
 

ト
に
記
徹
さ
れ
て
い
る
の
で
 
 

す
か
…
…
。
き
ち
ん
と
説
明
 
 

官
に
甘
く
民
に
厳
し
い
情
報
保
護
 
 

有
す
る
電
界
処
理
に
係
る
個
 
 

人
情
報
保
讃
法
」
 
（
8
8
年
施
 
 

行
）
や
、
現
行
法
の
全
面
改
 
 

正
を
目
指
し
て
今
国
会
で
蕃
 
 

鶴
申
の
「
行
政
機
関
等
個
人
 
 

情
報
保
護
法
某
」
に
は
、
・
セ
 
 

ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
収
集
を
 
 

禁
じ
る
条
文
は
盛
り
込
ま
れ
 
 

て
い
な
い
。
 
 
 

さ
ら
に
、
今
回
の
ケ
ー
ス
 
 

は
、
現
行
懲
で
禁
じ
ら
れ
て
 
 

い
る
巨
門
外
利
用
な
ど
に
遵
 
反
す
る
可
能
性
が
あ
る
が
、
 
 

し
て
ほ
し
い
」
と
語
っ
た
。
 
 
 

棄
京
郡
姶
江
市
の
フ
リ
ー
 
 

ラ
イ
タ
し
井
上
静
さ
ん
 
 

（
3
6
）
は
、
防
衛
医
科
大
病
院
 
 

（
埼
玉
県
所
沢
市
）
．
で
9
0
年
 
 

に
受
け
た
手
術
で
障
害
が
生
 
 

じ
、
9
8
年
に
国
を
環
訳
し
た
。
 
 

情
報
公
開
靖
求
に
よ
り
当
時
 
 

の
医
師
に
学
会
の
硯
定
医
資
 
 

格
が
な
い
こ
と
を
明
ら
か
に
 
 

ん
た
用
昨
年
1
2
月
の
判
決
は
 
 

勝
訴
だ
っ
た
。
 
 
 

井
上
さ
ん
の
爛
に
は
「
3
0
 
 

代
 
医
辟
過
監
ニ
。
井
上
さ
 
 

ん
は
「
情
報
公
開
桐
求
し
た
 
 

陽
に
は
年
齢
も
、
医
清
適
誤
 
 

の
訴
訟
中
で
あ
る
こ
と
も
説
 
 

明
し
て
い
な
い
」
と
嘗
う
。
 
 
 

元
新
宿
区
議
の
長
谷
川
順
 
 

同
法
に
は
罰
則
規
定
は
な
 
 

く
、
審
議
中
の
訪
英
に
も
、
 
 

罰
則
規
定
は
設
け
ら
れ
な
か
 
 

っ
た
。
「
行
政
機
関
に
よ
る
 
 

海
法
行
為
が
あ
り
得
る
こ
と
 
 

を
前
提
と
し
た
規
定
を
置
く
 
 

こ
と
に
は
違
和
感
が
あ
る
」
 
 

と
い
う
の
が
政
府
側
の
説
明
 
 

だ
が
、
防
衛
庁
の
リ
ス
ト
は
 
 

「
行
政
横
関
に
よ
る
遠
蔭
行
 
 

為
が
あ
り
得
る
こ
と
」
を
見
 
 

事
に
敢
え
て
い
る
。
 
 

一
万
、
民
間
分
野
を
主
に
 
 

一
さ
ん
（
6
5
）
は
、
窮
求
用
紙
 
 

に
「
新
宿
平
和
委
員
会
 
会
 
 

長
」
と
書
い
た
。
リ
ス
ト
に
 
 

は
同
委
員
会
名
と
と
も
に
 
 

「
長
谷
川
オ
フ
ィ
ス
」
の
記
 
 

載
も
。
「
情
報
公
開
で
は
書
 
 

い
て
い
な
い
」
と
い
う
。
長
 
 

谷
川
さ
ん
は
「
同
相
公
開
と
 
 

い
う
国
展
の
た
め
の
制
度
を
 
 

悪
用
し
て
い
る
。
有
事
立
法
 
 

な
ど
に
反
対
す
る
平
和
団
体
 
 

を
調
べ
て
い
る
の
で
は
な
い
 
 

か
。
戦
前
の
思
想
、
信
条
調
 
 

査
を
思
わ
せ
る
と
ん
で
も
な
 
 

い
行
為
だ
」
と
憤
る
。
 
 
 

7
2
年
に
自
衛
隊
内
で
反
戦
 
 

チ
ラ
シ
を
張
る
な
ど
し
て
雄
 
 

蝶
免
職
さ
れ
た
元
空
暫
の
小
 
 

西
鍼
・
社
会
批
評
社
代
表
 
 

は
、
リ
ス
ト
で
「
反
戦
自
衛
 
 

官
」
。
小
西
氏
は
「
批
判
努
 
 

力
を
恐
れ
る
自
循
隊
な
ら
で
 
 

は
の
括
。
『
何
人
も
情
報
公
 
 

開
請
求
が
で
き
る
』
と
い
う
 
 

法
の
趣
旨
を
理
解
し
て
い
な
 
 

い
」
と
結
し
た
。
 
 
 

部
内
閲
覧
は
自
由
 
 
 

防
僻
庁
に
よ
る
と
、
情
報
 
 

．
公
開
弼
求
は
本
庁
の
寄
口
で
 
 

受
け
付
け
、
請
求
用
紙
の
原
 
 

本
を
受
理
順
に
再
現
フ
ァ
イ
 
 

ル
に
入
れ
て
管
理
し
、
フ
ァ
 
 

イ
ル
は
各
自
簡
隊
の
担
当
者
 
 

が
自
由
に
閲
覧
で
き
る
。
 
 

一
万
、
防
衛
庁
内
で
は
職
 
 

貝
専
用
L
A
N
（
欄
内
情
報
 
 

通
借
欄
）
で
、
情
報
公
開
請
 
 

求
番
弓
や
内
容
、
処
理
状
況
 
 

な
ど
の
閲
覧
か
可
能
。
L
A
 
 

N
に
は
謁
求
者
の
氏
名
や
住
 
 

所
は
掲
賊
さ
れ
て
い
な
い
。
 
 
 

防
捕
庁
情
報
公
開
室
は
、
 
 

「
フ
ァ
イ
ル
と
L
人
N
情
報
 
 

を
合
わ
せ
れ
ば
、
構
来
者
の
 
 

名
詔
は
作
成
可
撃
と
説
明
 
 

す
る
。
 
 

規
制
す
る
個
人
同
報
保
理
法
 
 

案
は
「
利
用
目
的
に
よ
る
制
 
 

限
」
 
「
適
正
な
取
得
」
 
「
正
 
 

碓
性
の
確
保
」
・
「
安
全
性
の
 
 

確
保
」
 
「
透
明
性
の
確
保
」
 
 

の
五
つ
の
基
本
原
則
を
報
道
 
 

を
含
む
す
べ
て
の
分
野
に
適
 
 

用
し
て
い
る
ほ
か
、
民
闇
業
 
 

者
に
対
し
、
広
く
罰
則
の
あ
 
 

る
戦
勝
規
定
を
課
し
て
い
 
 

る
。
「
艮
」
に
厳
し
く
「
宮
」
 
 

に
甘
い
と
い
う
個
人
間
稲
保
 
 

憤
苛
制
へ
の
批
判
は
よ
り
説
 
 

得
力
を
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
 
 

と
書
見
る
。
【
大
治
朋
子
】
 
 

（
㍑
、
1
3
面
に
関
連
記
事
）
 
 
 

怖
く
て
請
求
で
き
ぬ
 
 
 

田
島
泰
匡
・
上
智
大
教
授
 
 

（
憲
法
丁
メ
デ
ィ
ア
法
）
の
 
 

話
 
防
衛
情
報
を
碍
よ
う
 
 

と
し
た
人
を
チ
ェ
ッ
ク
す
る
 
 

の
は
、
情
報
公
開
制
度
を
 
 

通
じ
た
思
想
調
査
そ
の
も
 
 

の
だ
。
思
想
・
信
条
の
自
 
 

由
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の
侵
害
 
 

と
い
う
憲
法
上
の
問
題
で
 
 

あ
り
、
一
番
や
っ
て
は
い
け
 
 

な
い
行
為
だ
ろ
う
。
こ
ん
な
 
 

こ
と
を
知
っ
た
ら
怖
く
て
結
 
 

束
も
で
き
な
い
。
防
衛
庁
 
 

の
情
報
公
開
の
開
示
・
不
 
 

開
示
決
定
が
リ
ス
ト
の
内
 
 

容
に
左
右
吉
れ
て
い
れ
ば
、
 
 

公
平
性
が
求
め
ら
れ
る
情
報
 
 

公
開
の
趣
旨
に
反
し
、
制
度
 
 

の
根
幹
に
か
か
わ
る
大
問
題
 
 

。
 
 

法
違
反
の
疑
い
強
い
 
 
 

審
議
中
の
行
枚
槽
関
守
個
 
 

人
情
報
保
講
読
真
の
法
制
化
 
 

委
員
だ
っ
た
新
美
音
文
・
明
 
 

治
大
赦
授
の
諸
 
情
報
公
開
 
 

の
事
務
処
理
の
た
め
行
政
 
 

が
保
有
し
て
い
る
個
人
間
 
 

報
に
、
思
寧
債
条
な
ど
に
 
 

関
す
る
情
報
を
軍
ス
、
事
 
 

務
処
理
以
外
の
目
的
に
糾
 
 

用
し
た
と
す
れ
ば
、
現
行
の
 
 

r
行
政
職
閑
の
保
有
す
る
 
 

電
算
処
理
に
係
る
個
人
情
報
 
 

原
姫
彗
に
苺
反
す
る
煙
い
 
 

が
極
め
て
省
い
。
防
防
庁
は
、
 
 

呂
的
外
利
用
を
例
外
的
に
 
 

放
め
た
同
法
の
9
粂
2
項
 
 

を
根
拠
に
、
「
防
備
・
安
全
 
 

上
必
要
」
と
主
張
す
る
か
も
 
 

し
れ
な
い
が
、
テ
ロ
な
ど
の
 
 

破
壊
者
勤
を
し
た
団
体
で
も
 
 

な
い
限
り
、
身
元
を
闘
査
し
 
 

て
の
デ
ー
タ
保
有
を
正
当
化
 
 

す
る
こ
と
は
で
き
な
い
だ
ろ
 
 

う
。
 
 



2003年（平成15年）4月22日（火曜日）朝刊1面  

健
康
状
態
な
ど
「
1
8
歳
リ
ス
ト
」
 
 

住
民
基
本
台
帳
 
 

伊
 

日
任
 
 

の
居
住
関
解
を
証
明
す
る
た
 
 

め
、
6
7
年
に
発
足
し
た
制
度
。
 
 

市
町
村
が
管
理
し
て
お
り
、
 
 

住
所
、
氏
名
、
生
年
月
日
、
 
 

性
別
の
4
情
報
に
つ
い
て
は
 
 

住
民
基
本
台
帳
法
1
1
条
に
基
 
 

国
会
で
審
議
中
の
「
行
敢
 
 

機
関
等
個
人
情
報
保
護
法
 
 

案
」
で
も
、
こ
う
し
た
行
政
 
 

側
の
不
透
明
な
情
報
収
集
や
 
 

セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
情
報
の
収
集
 
 

を
禁
止
す
る
撰
定
は
な
く
、
 
 

論
議
を
呼
び
号
つ
だ
。
 
 
 

防
衛
庁
は
6
6
年
5
月
、
都
 
 

道
府
県
を
通
じ
て
各
市
町
村
 
 

に
、
自
衛
官
募
集
の
適
齢
者
 
 

の
情
報
を
各
地
の
自
衛
隊
地
 
 

方
連
絡
部
に
提
供
す
る
よ
う
 
 

要
請
し
た
。
多
数
の
市
町
村
 
 

が
、
住
民
基
本
台
帳
か
ら
適
 
 

齢
者
を
抽
出
し
、
住
所
や
生
 
 

年
月
日
、
性
別
な
ど
を
提
供
 
 

し
て
い
る
。
葦
供
を
受
け
た
 
 

防
衛
庁
問
は
適
齢
者
に
募
集
 
 

案
内
の
ダ
イ
レ
ク
ト
メ
ー
ル
 
 

防
衛
庁
が
自
衛
官
な
ど
の
募
集
に
使
う
た
め
、
満
1
8
歳
を
迎
え
る
適
齢
看
の
情
報
を
住
民
基
本
台
帳
か
ら
抽
出
し
て
 
 

提
供
す
る
よ
う
、
全
国
各
地
の
畠
屈
に
3
7
年
間
に
わ
た
っ
て
要
請
し
、
多
数
の
自
治
体
が
応
じ
て
い
た
こ
と
が
分
か
 
 

っ
た
。
蒜
の
自
治
体
は
、
家
庭
環
境
が
推
測
さ
れ
る
情
報
を
提
供
。
ま
た
「
健
康
状
態
」
な
ど
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
性
の
 
 

高
い
「
セ
ン
シ
テ
ィ
ブ
層
撃
の
提
供
を
取
り
決
め
た
例
も
あ
っ
た
。
総
務
省
は
「
外
部
へ
の
提
供
は
住
民
基
本
台
帳
 
 

法
上
の
規
定
が
な
く
、
望
ま
し
く
な
い
」
と
指
巧
防
衛
庁
は
「
住
基
台
場
法
で
閲
覧
で
き
る
範
囲
は
問
題
な
い
が
、
 
 

そ
れ
以
外
は
是
正
し
た
い
」
と
し
て
、
実
態
調
査
に
乗
り
出
し
て
い
る
。
 
 

（
社
会
面
に
関
連
記
事
）
 
 

防
欝
、
多
く
の
自
治
体
協
力
 
 

プ
き
原
則
と
し
て
推
で
も
閲
 
 

覧
で
き
る
。
他
に
も
世
帯
主
 
 

や
国
民
健
醗
保
険
の
被
保
険
 
 

者
で
あ
る
こ
と
の
有
無
な
ど
 
 

が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
昨
年
 
 

8
月
に
は
僅
差
台
帳
を
ネ
ッ
 
 

ト
ワ
ー
ク
で
結
ぶ
「
住
基
東
 
 

ソ
ト
」
が
稼
働
し
て
お
り
、
 
 

値
入
情
報
漏
え
い
の
危
険
性
 
 

も
指
摘
さ
れ
て
い
る
。
 
 
 

を
送
付
し
て
い
る
。
二
部
の
 
 

白
冶
体
は
「
住
基
台
帳
法
上
、
 
 

認
め
ら
れ
な
い
」
と
断
っ
杜
。
 
 
 

昨
年
5
月
に
防
衛
庁
が
関
 
 

南
近
郊
1
1
郡
県
と
の
会
蹟
で
 
 

配
布
し
た
芦
料
で
は
、
こ
の
 
 

地
域
の
0
1
年
廣
の
市
町
村
別
 
 

裾
供
率
は
約
6
削
。
都
県
別
 
 

で
高
い
の
は
▽
長
野
1
0
0
 
 

％
▽
山
梨
糾
％
▽
群
馬
別
％
 
 

－
の
順
。
低
い
の
は
▽
神
 
 

奈
川
0
％
▽
巽
東
卜
勿
▽
埼
 
 

玉
1
8
％
－
－
だ
っ
た
。
 
 
 

ま
た
、
石
川
県
と
自
衛
隊
 
 

石
川
地
方
連
絡
部
は
0
0
年
1
1
 
 

月
に
「
自
衛
官
募
集
事
滞
の
 
 

手
引
」
を
作
成
。
市
町
村
の
 
 

適
齢
者
情
報
の
畏
供
内
容
に
 
 

「
世
帯
主
の
氏
名
と
本
人
の
 
 

続
き
柄
、
職
業
、
健
康
状
態
、
 
 

技
術
免
許
な
ど
募
集
上
参
考
 
 

と
な
る
事
項
で
判
明
し
て
い
 
 

る
も
の
を
含
む
」
と
取
り
決
 
 

め
て
い
た
。
同
県
七
尾
市
が
 
 

昨
年
1
0
月
に
握
供
し
に
一
覧
 
 

表
で
は
「
俣
讃
者
」
欄
の
性
 
 

別
や
空
白
で
、
両
横
の
離
婚
 
 

や
別
居
な
ど
の
家
庭
環
境
が
 
 

推
軌
で
き
る
内
容
に
な
っ
て
 
 。

 
 
 

防
備
守
人
事
教
育
局
は
 
 

「
通
常
は
住
基
台
帳
法
1
1
条
 
 

に
基
■
つ
き
氏
名
、
生
年
月
日
、
 
 

住
所
、
性
別
の
4
情
報
を
閲
 
 

覧
し
て
い
る
が
、
市
町
村
に
 
 

よ
っ
て
は
要
請
に
応
じ
て
情
 
 

報
を
澤
供
し
て
く
れ
る
場
合
 
 

が
あ
り
、
同
法
町
範
屈
内
と
 
 

考
え
て
い
る
」
と
説
明
。
4
 
 

情
報
以
外
に
つ
い
て
は
「
昨
 
 

法
の
趣
旨
に
反
す
る
 
 
 

個
人
情
報
保
浅
漬
や
住
蔓
 
 

台
帳
法
に
詳
し
い
堀
部
政
男
 
 

－
中
央
大
教
授
の
話
 
市
町
 
 

村
の
職
員
は
国
に
身
内
意
識
 
 

が
あ
り
、
安
易
に
個
人
情
報
 
 

を
堤
供
し
が
ち
だ
。
住
基
台
 
 

帳
法
は
「
提
供
」
を
認
め
て
 
 

お
ら
ず
、
法
の
趣
旨
に
反
す
 
 

る
。
4
情
報
以
外
の
収
集
キ
 
 

電
弄
処
理
さ
れ
た
情
報
で
あ
 
 

れ
ば
、
行
政
機
関
個
人
情
報
 
 

年
6
月
の
全
国
地
連
部
長
会
 
 

譲
で
『
受
け
取
る
の
は
4
情
 
 

報
だ
け
』
と
口
頭
で
指
示
し
 
 

た
。
し
か
し
、
そ
の
後
の
調
 
 

査
で
、
世
帯
主
な
ど
の
情
報
 
 

提
供
を
受
け
て
い
る
ケ
ー
ス
 
 

も
あ
る
よ
う
だ
。
健
康
情
報
 
 

を
受
け
取
る
記
載
も
あ
っ
た
 
 

が
、
今
は
受
け
て
い
な
い
。
 
 

早
く
是
正
し
な
い
と
い
け
な
 
 

い
と
い
う
認
識
は
あ
り
、
洒
 
 

産
も
検
討
し
て
い
る
」
と
話
 
 

し
て
い
る
。
 
 
【
大
給
網
子
】
 
 

保
護
法
4
集
の
規
定
に
抵
慰
 
 

す
る
恐
れ
が
虜
る
。
8
月
に
 
 

は
住
基
未
ッ
ト
も
本
格
稼
働
 
 

し
、
こ
う
し
た
問
題
が
な
し
 
 

崩
し
に
さ
れ
れ
ば
、
国
民
の
 
 

不
借
感
は
高
ま
る
。
 
 


